
令和２年度指定

管理機関：熊本県教育委員会

事業拠点校：熊本県立熊本高等学校

社会課題に豊かな感性と知性で立ち向かうグローバルな人材を目指して

熊本県立熊本高等学校

熊高STEAM教育



学校教育目標

「たとえ世に知られなくても、社会の礎たれ」「士君子たれ」

目指す人物像SI
「深い自己理解のもと、個性を生かし、

社会に積極的に関わっていく、自立した個人」

・ 創立１２３周年の歴史ある学校【１９００年 １０月３０日創立】
・ 地域の進学校

学校紹介（熊本高校）

社会課題に豊かな感性と知性で立ち向かうグローバルな人材を目指して

熊本県立熊本高等学校

熊高STEAM教育





偶発性

キャリアの8割は当初予想していなかった
偶発的なことで決定される

『人の出会い』

（例） 『就職先』 『通った学校』 『住む場所』

1.「計画された偶発性」は自分自身のキャリアに必要である
2.好奇心に従い「学び・探し求めること」で新たな機会を得られる
3.好ましい機会を創り出すために、具体的に行動する

予期せぬ出来事

計画された偶発性



偶発性 VS 非偶発性
偶発的活動例 非偶発的活動例

■ 即興パフォーマンス
■ 未経験の事案への挑戦
■ 他人からの誘い、提案にのる
■ 双方向性の活動

理性（システム・演繹・帰納・推論）の外部。
常に予想を超えていくもの

■ 計画をたてる。慣習通り実行する
■ 準備を入念にする。予定調和
■ 既定路線の活動
■ 一方向性の活動

・好奇心（面白がる）
・持続性（諦めずに続ける）
・柔軟性（計画の見直しを適宜）
・楽観性（切り替えられる）
・冒険心（リスクテイク）

『偶発性』と相性の良い 『偶発性』と相性が悪い

・合理性（短いスパンで考えてしまう）
・予測性（予測が立たないとやらない）
・経験則（自分の経験に拘る）
・成果性（短いスパンで見返りを求める）
・規則・順序（少しでもはみ出すとノイズ）

偶発性

すぐに役立つものは、すぐに役に立たなくなる



セレンディピティ

備えある心のもとに、
偶然の出会い・挑戦が世界をひらく

計画された偶発性



『熊高のSI』
「深い自己理解のもと、個性を生かし、

社会に積極的に関わっていく、自立した個人」

社会課題に豊かな感性と知性で立ち向かうグローバルな人材を目指して

熊本県立熊本高等学校

熊高STEAM教育



品質万能時代

高品質

低コスト生産

技術改良
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統一・上に従う

独立心が弱い

管理・量産

注目されず
画一化の危機

イノベーションの時代

垂直統合型
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感性

Art Thinking
：自分への共感
Design Thinking
：顧客の共感

S
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多文化共生
多様性を重視

物づくり

プラットフォーマー

壁

壁

日本人の感性・伝統を再評価
日本の地域伝統の暮らし
アニメ・ゲーム・伝統文化（伝統美）etc

世界の経済的発展

職
人
・
農
家
型
社
会

日
本
の
美

a cram school

感性を学ぶ・知る

（総探）体験を通して学ぶ

社会と取組の方向性

地域企業・全国企業

行政・メディア等

大学・研究機関

連携・協働

社会課題に豊かな感性と知性で立ち向かうグローバルな人材を目指して

熊本県立熊本高等学校

熊高STEAM教育 ~自分の色探し,遠足の設計~



I. 教育研究課の目標
徳性、智能、体力を兼ね備え、深い自己理解のもと、個性を生かし、主体性を礎に社会に積極的に関わってい
く自立した個人として、様々な分野でリーダーや先駆者となり、Society 5.0をリードし地域や社会に貢献する
イノベーティブでグローバルな人材を育成するための、文理が融合した学びや探究的な学びなどを通した
研究・開発型の教育の実践を支援すること
II. ３つの視点
①イノベーティブでグローバルな人材の育成する
②探究型授業の推進を支援する
③校内や授業のデジタル化を支援する
（知識習得を効率化→人的・時間的資源の増加→探究型の授業や諸活動の推進）
III. 10の活動
①総合的な探究の時間 ②WWLカリキュラム開発 ③イノベーションハイスクール事業
④ワクワクロスリアリティー事業 ⑤高大連携 ⑥姉妹校交流（台湾）
⑦グローバル体験 ⑧キャリア教育 ⑨校内・授業デジタル化支援 ⑩ノブレスチャレンジ
IV. ６つの関係機関
①文部科学省
②熊本県教育委員会
③熊本高校保護者会・同窓会
④三菱みらい育成財団
⑤武蔵野美術大学・国立中科実験高級中学
⑥NTT西日本・内田洋行（パワープレイス）・リバネス・県内企業

教育研究課（校内プロジェクトチーム）







熊高総探 第１楽章









ワクワク研究





ワクワク研究







ワクワク研究（有識者会議）

（武蔵美）

（県観光政策）

（教育センター）

（県教育課長）（リバネス）

・ワクワクなど、これからの生徒が必要になる素質やス
キルは何か？
・学校、企業、教育委員会、大学がそれぞれ取り組める
ことは何か？
・この取り組みを県内、そして日本、世界へ広げるため
にはどんなことが必要か？
・各界の最初の一歩は何か？



ワクワク研究（有識者会議）

課題を発見する段階が最も
大切なのではないか？

『恥の壁』を乗り越える工
夫をどのように設定する

のか？

学校の中に、整然と『決まり』と『履修』が
並んでるだけではいけない

『ご褒美的発散の場』がなければいけない

一人キャンプに代表されるような不自
由さも大切。『挑戦』と書いて『成功』と

読むことを伝えるべき

普通の発表は０点。新しいも
の挑戦的なものを『nice try!!』
として周りが認めていくべき

『自分主人公感』をどのよ
うに持たせていくのか？











VR空間でハッカソン：
● 7人一組の１２のチームに分かれ、

社会問題を革新的に解決する方法を模索する

● 教授や企業の方々と対等な立場で話しあえる

→普段触れることのない専門分野、多角的な視点

VR空間での価値創造

なぜVR空間を使うのか

・ZoomやMeetと比べて、リア
ルなディスカッションが可能

・多様な個性が認められる現代、
顔や声を隠せるので容姿を気に
せず参加可能



異分野を生きる人との交流がいかに大切か。

●社会がより複雑化している中で、新しい価値

を創造するには異分野の融合が必須。

求められているのは、異分野の価値を認め、

積極的にそれらと関わろうとする人材

●高校生にとって、それを体験できる場が

総探 課外活動





2021 第１回留学デザインプログラム【7/29】
Tさん Aさん TさんMさん

ハーバード大学

創立：1636年

場所：マサチューセッツ州 ケンブリッジ

大学の種類；私立の総合大学（共学）

カリフォルニア芸術大学

創立：1961年創立

場所：カリフォルニア州 サンタクラリタ

大学の種類：私立の総合芸術大学（共学）

ジョージア工科大学

創立：1885年

場所：ジョージア州 アトランタ

大学の種類：州立の総合大学（共学）

スミス大学

創立：1871年

場所：マサチューセッツ州 ノーサンプトン

大学の種類：私立のリベラルアーツカレッジ

（女子校）





講演者

第２回ワークショップ １１月１９日

Nさん
ミネルバ大学
（ドイツ）3年

データサイエンスと統計 / 経営学

Eさん
Leiden University College The Hague

（オランダ）2年
国際司法

Uさん
New York University

Grossman School of Medicine
（アメリカ）研究員

神経科学

Uさん
Erasmus University 

College （オランダ）3
年

公共・国際衛生 / 生
物医学

Sさん
University of Cattolica 

del Sacro Cuore
（イタリア）２年
医学・外科学

2021 第２回留学デザインプログラム【11/19】





２０２１．１１．２６

国立中科実験高級中学
姉妹校提携調印式



台湾交流



唐鳳会議

オードリー・タン氏
とのシンポジウム



生徒からの質問

今、基礎科目の学力主義教育を重視するべきか、創造力と
柔軟で自由な考え方を養うための教育を重視するべきか、とい
う議論が行われていて、中途半端な状況になってしまっていま
す。答えのない課題に対応するための高校生が今身につける
べき真の力とは何でしょうか。





きくらげ班



実際に工場に行ったり、きくらげの高い栄養価とその食感やおいしさを調べたり、き
くらげのありとあらゆる魅力を伝えるために、レシピを自分たちで考え、SNSやメディ
アで発信してきました！しかし、PRすることはできても、実際消費者のもとにきくら
げが届かないことには、私たちの目標は達成されません。そこで、このクラウドファン
ディング活動をすることで、きくらげをより多くの人にお届けすることができ、私たち
の目標である地域経済の活性化につながると考えました。

きくらげ班（仮説）
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